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あとがき
　今年度の聖泉論叢は12件の投稿から成り立っており、充実した内容の「聖
泉論叢」17号を刊行出来たことを、紀要編集委員一同感謝しております。
　「教育」とは一体何ですか。大学とは一体何ですか。大学教育に携わる仕
事をするわれわれ教員は、この素朴な尚且つ重要なことである問いにもう一
度考えなければならないと思います。個人の考えですが、教育は人を育てる
業であり、育つ側と育てられる側の共感、共通認識がないと成り立たないの
ではないかと思います。教育側の充実な、深みのある、説得力のある教育力
が求められます。育てられる側は教育を受けよう、成長をしようという考え
がなければ、教育の目的は達成できません。いわば、学生が学ぶことを拒否
すると、教育の崩壊になります。「教育する側」「教育を受ける側」の双方の
連結ができて、はじめてよい教育ができます。人を教育する私たち教師は自
分の全人格を持って学生たちに関わり、社会貢献と個人的成長に必要な基礎
知識と専門知識を教え、さらに生涯の生き方、送り方を教えねばなりません。
そのために、教員は常に自分を磨き、高めなければなりません。現状維持や
自己満足は学生の学ぶ意欲を高めることができません。教員の研究意欲・研
究姿勢や達成動機が学生の学習動機づけに関係していることは間違いありま
せん。
　「大学」はいうまでもなく教育機関であり、教員の教育力がなければ、社
会に送り出す学生の質も保証できないと思います。大学は美しいキャンパス
があっても、よい教学の設備があっても、よい教育ができる保証にはなりま
せん。大学の教育理念、教育者の研究姿勢と質および教育力を絶えず高める
ことこそ、大学は大学生が「大いに学ぶ」「大いに成長する」ことができる
場所になり、本当の意味の大学になります。大学生の「専門知識の教育」と
「健全な人格育成」の重要な使命を果たせます。オープンキャンパスは設備・
施設のアピールに全力することはおそらく短視的であり、学生の感覚的満足
をさせるだけで、ある意味では危険性が伴います。大学がアピールすべきと
ころは教育の内容、教員のリソース、生き生きとした学生の生活ではないで
しょうか。
　本学の紀要論文は教員の研究成果を発表する場であり、大学の地域社会へ
の発信のチャンネルでもあります。かつて東村敏延学長（元紀要委員長）は
「大学では、教員は社会に役立つ研究を推進し、大学はその成果の発表を積
極的に促進しなければならない」と12号のあとがきで述べていますが、「聖
泉論叢」に掲載される論文が「社会に役立つ」ものであるように、紀要編集
委員一同は今後とも一層尽力したいと思います。
　この17号の内容面では、幅広い課題を扱っています。また、論文の掲載
順は、昨年の16号と同様に投稿者の所属別（大学と短期大学部）に分け、
前半に聖泉大学の論文、後半に聖泉大学短期大学部の論文を掲載しました。
また、論文と研究ノートに分けて掲載し、巻末には全教員の研究活動報告も
記載しました。
　この17号が、研究に対する意識を高め、日ごろ学生への指導と教育に際
して、よい材料となることを願っています。
　最後に来年度の「聖泉論叢」（18号）がさらに質高い内容、本学の特色あ
る研究をアピールするものができるように努めたいと思いますので、今後と
も皆様方のご理解とご支援を宜しくお願いします。
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